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はじめに

幼児教育コースでは、１年生の「基礎セミナー」、２年生の「保育内容環境」及び「保育内容人間関

係」、３年生の「幼児教育基礎実習」の授業の一部において、学生が附属幼稚園を訪問し、保育環境や園児

の姿、保育の様子等を参観したり保育参加を行ったりしている。また、その中で、学生の保育内容の理解と

幼児理解を深めることを主な目的として、附属幼稚園教員が実地指導講師としてミーティングや講話等を実

施している。この取組は20年以上続けており、「学生が現場で学ぶことの効果」についてはすでに確認され

ているところである（磯村・大森・川﨑・實松・荘司・高田・友定・中尾・永久・中村　2002）。

しかしながら、令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、学生の附属幼稚園訪問が困難な状況

となった。そこで、前期に実施予定であった学生の附属幼稚園訪問保育(環境見学・保育観察・保育参加)は、

全学年中止とし、附属幼稚園教員がかかわってのリモート授業へと切り替えた。また、３年生の後期教育実

習期間中の２年生の参観実習や、教育実習事後指導もリモート授業を導入して実施することとなった。

保育観察や保育参加に代わるものとしてのリモート授業の導入は、学生にとっては、本来の目的である

「現場で実際に体験する」という部分が欠如することになるため、学びの内容が異なってくることは否めな

い事実である。しかしながら、担当する附属幼稚園教員が事前に指導の意図に沿った画像や動画を用意して

実施することにより、実際に体験はしていなくても同じ場面や事例を共有して一緒に考えることができ、学

びの効果が期待できるとも考えられる。

そこで、本プロジェクトでは、学生が保育について学びを深めるために有効となるような、現場を活用し

たリモート授業の方法や指導内容について模索し、その効果を探ることとする。このことによって、附属幼

稚園と約４キロ離れていて、頻繁な往来が難しい状況にある学部学生が、学びの過程において現場を有効活

用する方法について、新たな方向性が導かれると期待できる。

なお、ここでの「現場を活用」とは、「幼稚園の保育実践、画像や動画、保育記録などを活用して、現場

の附属幼稚園教員が進める」ということを指すものとする。

１．目的と方法　

１－１　研究の目的

本プロジェクトでは、リモート授業における現場の活用方法を探るため、次のことを明らかにする。

○保育観察や保育参加に代わるものとしての、附属幼稚園教員が関与するリモート授業の効果

＊１ 山口大学教育学部附属幼稚園　＊２ 下関市立王喜小学校（前 山口大学教育学部附属山口小学校）　

＊３ 山口大学教育学部幼児教育コース

山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第52号（2021.10）
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〇現場（幼稚園の保育実践、画像や動画、保育記録など）を活用した効果的なリモート授業のあり方

１－２　研究方法

研究の方法は次の通りである。

①令和元年度まで附属幼稚園で保育観察や保育参加を実施していた部分について、画像や動画を活用した附

属幼稚園教員によるリモート授業に切り替えて実施する。

②導入したリモート授業について、３年生を主な対象として、レポートや振り返り（実施後の反省や気づき

の報告、話し合い）、アンケート、聞き取りなどから、学生の学びの内容を整理する。　

③整理した学びの内容から、現場を活用したリモート授業の効果及び、効果的なリモート授業の在り方につ

いて探る。

１－３　プロジェクトの実際

令和元年度まで幼稚園において実施していた学生の保育観察や保育参加に代わるものとして、令和２年度

に附属幼稚園教員が関与して行ったリモート授業は、表１のとおりである。本稿では、特に、教育実習実施

学年である３年生の「幼児教育基礎実習」と教育実習事後指導(表中網掛部分)を中心に、リモートの授業の

在り方を探る。

表１　令和２年度に実施した附属幼稚園教員が関与した学部授業一覧

２．結果および考察

２－１　「幼児教育基礎実習」（リモート授業）の内容

９月に附属幼稚園での教育実習を控えている３年生にとっては、幼稚園という現場での実際の保育参加

は特に重要である。「幼児教育基礎実習」での保育参加は、学部授業で学んだ教育課程や指導計画、幼児理

解等の理論などについて、実際にはどういうことかを具体的に学ぶ場であり、子どもの実際の姿から実感を

伴って学ぶこと、具体を通して考えることにその意味があると考えている。また、学生自身も秋に自分たち

が実習をするクラスで保育参加を行うことには特別感をもっており、実習に繋がるものとして期待や学習意

欲も高い。このような意味をもつ「保育参加」をリモート授業に代えるにあたっては、「現場のことを詳し

く伝え、よく知ってもらうこと」と「保育参加を実施した場合にミーティングで話題にする内容について触

れること」に重点をおくこととした。そこで、リモート授業においても、保育参加実施時と同様に学級担任

が中心的にかかわることにした(表２)。
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表２　附属幼稚園教員がかかわった「幼児教育基礎実習」(リモート授業)の内容

２－２　「幼児教育基礎実習」（リモート授業）後のレポートから読み取った学生の学び

「幼児教育基礎実習」（リモート授業）後に提出されたレポートには、次のような学びや感想が見られた。

○子ども理解に関すること○子ども理解に関すること

・どのクラスも、子どもたちが園生活に慣れてきて、居場所を見つけたり友達を見つけたりして安心して楽

しくすごしていることが伝わってきた。

・水など、ひとつの教材に対して、いろいろなかかわり方をする子どもがいることが分かった。

・３歳児はまだ自分の思いを伝えたり表現したりすることが難しい年齢であると分かった。

・５歳児は昨日の続きの遊びをしたり、思いが続いたりするのだと知った。

・自分の思い通りにならない経験をする中で、相手の友達にも思いがあるのだと気づいていくのだと思った。

・園で遊んでいくうちに、遊びや共通の好きなものなどを通して、次第に友達を意識するようになり、仲良

くなっていくのだと改めて分かった。

・年齢があがるにつれて、かかわる友達が増えたり、友達の存在を意識したり、役割分担しながら多数で遊

んだりするようになると知った。

・ひとつのできごとについて、その前後関係や理由について考えることが大事だと学んだ。

・どの年齢の様子も聞くことができたので、年齢による特徴や発達の様子がよく分かった。

・今の時期の３歳から５歳の各学級の様子を知ることができ、発達段階や遊びの変化を知ることができた。

○環境構成や援助に関すること○環境構成や援助に関すること

・子どもの「やってみたい」という気持ちに敏感になり、子どもの好奇心をくすぐるような環境を用意した

り、遊びが発展していくような環境を準備したりしたい。

・子どもの年齢や状況、時期に合った環境を構成することが大切であると学んだ。

・今子どもたちがしている遊びがその場限りで終わるのでなく、思いが続いていくことが大切だと思った。

・５歳児は、帰りの会で紹介する時間があることで、友達の作ったものを見て刺激をうけたり意見交換でき

たりして、次の日の遊びのヒントになると思った。

○保育者の思いや願い、援助に関すること○保育者の思いや願い、援助に関すること

・子どもたちが自分のしたいことを見つけてしようとしている姿を大切にすることが重要だと知った。

・保育者は子どもの様子を見守りながら、必要なときに援助していくことが大切だと思った。
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・保育者が子どもの気持ちを受け止め、言葉にしていくことが大切だと感じた。

・提案したり見守ったりして、子どもたちの思考力や想像力が育っていくことが大切だと思った。

・子どもたちが友達の存在に気づき、友達と遊ぶことが楽しいと感じられるように、子ども同士をつなぐ声

かけや援助をしたい。

・自分の思いや相手の思いを整理したり、解決方法を子どもと一緒に探したりできるようになりたい。

・一人一人の気持ちを考えて、その子が何を楽しんでいるのか、何に困っているのかに気づいて援助できる

ようになりたい。

○コロナ禍の保育に関すること○コロナ禍の保育に関すること

・コロナ禍でも園の様子が保護者に伝わるようにいろいろ工夫されていることが分かった。

・新しい生活様式のことを教えてもらい、コロナ禍で具体的に保育者がどのような配慮をすればよいかや、

何に注意すればよいかを意識することができた。

・子どもは自分たちで距離がとれないので、環境面の配慮で距離を保てるようにすることが大切だと知った。

○教材研究に関すること○教材研究に関すること

・教材研究で気をつけることや大切にすべきことについて学んだ。

・子どもたちが「楽しい」「できた」と思えるような教材を準備することが大切だと分かった。

・必ず自分で試して、難しいところや配慮すべきところを見つけ、対応を考えておくことが大切だと学んだ。

・壁面構成では、子どもたちの作品を生かしたり、季節感をもたせたりすることも大切だと分かった。

・自分たちが楽しんで作った物が、形を変えてまた楽しい壁面になっていくアイデアが素敵だと思った。

・授業で触れたことがある教材について、「やったことがある」ではなく、保育でどのように扱うか、どこ

が楽しいか、配慮点は何かなどをしっかり理解しなくてはならないと思った。

○園生活全体に関すること・感想○園生活全体に関すること・感想

・エピソードやたくさんの写真を交えて実際に先生方から話を聞くことで、これまでほとんどもてていな

かった今年の子どもたちのイメージをもつことができた。具体的な幼稚園の子どもたちの様子が分かった。

・今の時期の子どもたちがどんなことに興味をもったり楽しんだりしているのかが分かった。

・子どもたちに幼稚園が楽しく、安心できる場所であるということを感じてもらうことが大切だと思った。

・担任の先生がどんなふうに子どもたちを捉えているかに触れることができて、大変参考になった。

・いろいろな具体的姿を教えてもらったので、これまでとは違った視点から指導計画を読んだり、教材研究

をしたりできそうだと思った。

・学んだことを生かして、子どもたちの遊びや生活に即した保育案を考えたい。

・子どもの生活は連続していて、思いやつながりをもって遊んでいるのだと分かった。

２－３　「幼児教育基礎実習」のアンケートから読み取った学生の学び

実施した「幼児教育基礎実習」（リモート授業）について、学生にアンケート調査を行なった。調査実施

日は、教育実習初日の９月17日である。質問項目は表３のとおりで、結果は次のようになった。

〇『「幼児教育基礎実習」で「保育参加」が実施されていた場合、「保育参加」で学びたいと思っていたこ

とは何か』という問に対する学生の回答は、①子どもたちの実際の姿（遊びや活動の様子・友達とのかかわ

りの様子・友達関係・子どもの興味や関心・子どもの顔や名前・発達特性）、②園生活の１日の流れ（生活

の流れ・帰りの会の様子）、③環境構成の実際（保育室の様子・壁面）、④保育者のかかわり（援助・ふる

まい・言葉がけ）などであった。

〇上記で学びたいと思っていた内容について、「２回にわたるリモート授業で学ぶことができたか」という

問に対しては、３年生11名中２名がリモート授業においても「よく学べた」、８名が「まあまあ学べた」と

答え、１名が「あまり学べなかった」と回答した。リモート授業であっても学生が学びたいと思っていたこ

とについてはある程度学べていたことが分かる。

〇「リモート授業において実際に学んだことは何か」という問については、①子どもたちの実際の様子（最

近の遊び・具体的な遊び・今の子どもの姿・友達とのかかわり・子どもの興味や関心・年齢による遊びやか

かわり方の違い・他の年齢やクラスの子どもの様子・保育者から捉えた子どもの姿）、②１日の流れ、コロ

ナ禍の保育、③環境構成（コロナ対策・遊びの環境・教材研究の重要性）、④保育者のかかわり（保育者の

援助の方向や願い・保育者の子どもの捉え・保育する上での留意点や工夫）などの回答があった。これらは、
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実際に学びたかったことと類似している

が、より具体的な記述になっている。

また、コロナ対策、教材研究の重要性、

保育する上での留意点や工夫、保育者の

援助の方向や願いなど、新たな視点での

学びも見られた。

つまり、保育参加では「実際に見たり

触れたり」して学ぼうとしていたが、リ

モート授業では、その姿をどう考えたり

捉えたりするか、教材研究の重要性、指

導上の留意点など、保育行為の根拠とな

る考え方についても学んでいることが分

かる。「実際の姿」のみにとどまらず、

そこから考え方や捉え方に言及している

ことに違いが見られる。

〇「保育参加ではなく、リモートだから

こそ学べたことや気づいたことがある

か」という問に対しては、11名全員が

「ある」と回答し、内容は次のようで

あった。

・担任の先生からの視点で子どもたちの

実態を捉えることができた。

・先生が大事にしていることや援助の方

向を知ることができた。

・担任の先生が普段どのように子どもと

かかわっているのかを細かく聞け、保

育者としてのかかわり方を多く学べた。

・その日１日だけの様子でなく、その時期全体の子どもたちの様子を知ることができた。

・直接関わることでは難しい、様々な角度から子どものかかわりについて考えることができた。

・他クラスの先生の考えやいろいろな学年の子どもの様子を知ることができた。

・多くの写真やいろいろな先生の話から想像して考えることができた。

学生の学びとして注目すべき点は、学級担任の視点から捉えた保育や子どもとのかかわりについて知るこ

とができ、「保育者」としての視点に立つことができたということである。保育者が大事にしていることや

援助の方向、遊びや子どもに対して保育者がどう捉えどう思っているかなどが大変参考になったという記述

が多く見られた。子どもとかかわることからだけでは学ぶことが難しい「保育者としての援助やかかわり」

について考えるきっかけになったことが分かる。学生が保育参加だけで気づいたり感じたりする内容には限

界がある。学級担任から詳しく聞くことによって初めて「保育者の援助の在り方」などに目が向き、様々な

視点に立った情報を聞くことで多くを学んだり理解したりすることにつながると考えられる。

また、その日１日だけでなくその時期全体の子どもたちの様子を聞くことによって、長期的な視点をもつ

ことを知ったり、他クラスの子どもの様子やいろいろな保育者の考えに触れることで、年齢による違いや保

育者の個性を知ったりできたことも学びの内容としてあげられた。附属幼稚園教員が視点を明確にして、こ

の時期の様子、遊びや子どもの捉え、保育者の願いや援助、環境構成等について話すことにより、学生の学

びの多くが保障できるということが確認できた。

〇リモート授業に対する意見や要望については、今回同様、写真・ビデオ・スライドなどを多く使ったり、

保育室や子どもの作品などを映したりしてほしいという意見があった。画面共有できるよさを活用すること

でさらに可能性が広がると考えられる。

 ( ) 
( )  

 

( )  

 

( )
 

 

( )
 

 

 

( )  

 

 

表３ 「幼児教育基礎実習」(幼稚園担当分)に関するアンケート
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２－４　「幼児教育基礎実習」（リモート授業）の成果

「幼児教育基礎実習」における保育参加の主なねらいは、「幼稚園や子ども、保育のことを知る」という

ことであり、このことについては、保育参加に代わるものとしてリモート授業を実施した場合であってもあ

る程度達成できるということが分かった。また、そのためには、画像や動画等を使用することによって、園

環境やその時期の遊び、子どもの様子などをより詳しく、より分かりやすく伝えることが重要であると確認

できた。附属幼稚園教員が適切な画像や動画を使用しながら、遊びや子どもの実態に対する保育者の捉え方

や願い、援助の視点、季節や時期の捉え、育ちの連続性や長期的発達の視点、などについて解説することで、

リモート授業であっても「幼児教育基礎実習」で学んでほしい内容について学ぶことが可能である。また、

事前に画像や動画などを用意することで、その日１日だけではない子どもの様子を知ることができ、より総

合的にかつ多面的に学ぶこともできる。学生の学びの内容には、附属幼稚園教員がどのような画像や動画を

用意して、どのように語るかが大きく関係しており、事前準備と的確な解説が大変重要である。

２－５　ハイブリッド型「教育実習事後指導」の実施

教育実習を終えた３年生は、例年２月上旬頃に事後指導の一環として附属幼稚園で保育参加を実施してい

る。ここでの主なねらいは、①保育の場で活用できる教材とその実践のための保育案を作成すること、②保

育参加(終日）を通して成長した３学期の子どもの姿に触れるとともに、作成した教材と保育案をもとに保

育実践を行うことである。

しかし、令和２年度においてはコロナ禍で終日の保育参加は困難であるため、附属幼稚園での事後指導は、

作成した教材を活用した保育実践を中心に行うこととした。具体的内容は次のとおりである（表４）。

①学生は、教育実習で担当したクラスの子どもたちにふさわしい教材を作成し、作成した教材を用いた実践

のための保育案を作成する（表５）。

②１日に来園する学生は３～４名とし、３日間に分けて降園前に来園して、準備した教材と保育案をもとに

帰りの会で保育実践を行う。来園しない学生は、来園した学生が教材を使って保育する様子をリモートにて

観察する（図１、表６）。

③保育後には、来園した学生及び学級担任５名、副園長とで、録画した保育実践（教材を使って保育してい

る様子と園児の様子）を見ながら振り返りを実施する。

表４　ハイブリッド型「教育実習事後指導」の日程詳細
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　　表５　学生が作成した教材研究レポートと保育案

図１　学生が演じるパネルシアターを見る子どもたちの様子をリモート配信する学級担任

表６　ハイブリッド型「教育実習事後指導」参加者一覧
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２－６　ハイブリッド型「教育実習事後指導」における学生の学び

保育後には、その日担当した学生及び学級担任５名、副園長とで、用意した教材を用いた実践について

振り返りを行なった。振り返りの主な内容は､その題材を選んだ理由、題材の面白さはどこにあるか、教材

作成上留意した点、演じるにあたって気をつけたこと、子どもの反応はどうだったかなどで、それらを通し

て、教材や題材の特性、演じ方、子どもにふさわしいとはどういうことかなどを話し合った。また、実施後

に、ハイブリッド型「教育実習事後指導」についてアンケート調査を行った。振り返り及びアンケートに見

られた学生の学びや気づきは次のようであった。

〇教材・題材に関すること〇教材・題材に関すること

・自分が選んだ教材や題材の特徴や良さ、面白さが改めて分かった。

・パネルシアター、ペープサートなど、それぞれの教材の良さがあるのだと分かった。

・それぞれの教材の特徴を生かして作ったり演じたりすることが大切だと学んだ。

・年齢にふさわしい題材やどの教材をどう使うと効果的になるかを考えることが大切だと思った。

・今後教材を作る際に、強調したい部分に気をつけたり、仕掛けを工夫したりすると良いと分かった。

・教材の色使い、縁取りの有無、大きさなどが重要で、見え方がずいぶん違うということが分かった。

〇演じ方に関すること〇演じ方に関すること

・工夫した点や強調したい点は、自分で思っているよりも大きく演じた方が伝わりやすいと感じた。

・話のポイントや大事なところは、繰り返し、強調、大きな声でゆっくり言うなどがよいと分かった。

・タイミングや話す速度、出し方や出す方向などがとても重要で、見え方が全然違うと分かった。

・子どもたちにどう見えているか、どう動かしたらよいかなど、自分一人で練習しているときには分からな

いことに気づくことができた。

・自分が演じるとしたらどのように演じるだろうかと考えながら見ることができた。

〇子どもの様子に関すること〇子どもの様子に関すること

・子どもたちがどういう場面で反応しているか、どこを面白く感じているかなど、年齢ごとの違いや特徴が

分かった。

・想像していた子どもの姿とは違う部分、考えただけでは見落としていた部分に気づくことができた。

・子どもたちの様子や反応をじっくり観察する機会があまりなかったので、子どもの様子が分かりとても参

考になった。

・他クラスの実践の様子を見ることができて、新たな発見や気づきがあった。

〇他の学生に関すること〇他の学生に関すること

・子どもの反応を見ながら演じていた。

・自分とは違う演じ方や話し方が参考になった。

・教材作成過程での工夫や配慮点、演じる上での工夫を知ることができた。

・他の学生が演じる姿を見ることで、いろいろなことに気づくことができた。

２－７　ハイブリッド型「教育実習事後指導」における成果

学生は、自作教材を使って子どもの前で実際に保育することを通して、多くのことに気づいたり改めて学

んだりしていた。具体的な学びの内容としては、子どもにはどう見えているか、教材の特性や作り方（色使

い、縁取りの有無、大きさ）、演じ方の留意点（話す速度・間・教材を出す位置や角度など）、子どもの反

応などがあった。また、予想していた子どもの反応と実際の反応との違いや予期せぬできごとなどから、臨

機応変に対応することの大切さにも気づいていた。学生にとって「現場で実践することの意義」が大変大き

いことが改めて確認できる。

一方、リモートで他学生の実践を見ていた学生に視点をあてると、学生にとって「他の学生の実践を見

る」ということが大変新鮮で、多くの学びをもたらしているということが分かった。「為すことによって学

ぶ」ことはいわば当然であるが、それと同等あるいはそれ以上に、見ることによって、実践では気づかない

視点に気づき、学ぶことができると明らかになったのである。今回は、自分と同時間帯に実践を担当した学

生以外の実践をすべて見ることができたので、「見ることによって学ぶ」内容はさらに多様になったと考え

られる。いろいろな教材のそれぞれの特徴や面白さ、教材作成上の工夫や留意点、演じ方の違いや留意点、

年齢による反応の違いなどは、複数の実践を見ることで学べる内容であった。また、学生にとっては、「普
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段一緒に学んでいる仲間」による「実習を行った子どもたちを対象」にした実践を見るため、より実感を

伴って学ぶことができたと考えられる。　

これらのことから、ハイブリッド型「教育実習事後指導」では、学生は、自身が演じることと他学生が演

じることの両面から学ぶことができ、効果が期待できると分かった。また、学びの効果をより高めるために

は、教材の特性や工夫の仕方、演じ方、子どもの反応などといった分かりやすい視点を事前に示し、視点を

定めて見たり一緒に考えたりすること、他者の実践の姿からも学ぶということが重要であると確認できた。

２－８　現場を活用したリモート授業の成果と課題

リモート授業のメリットは、様々な制約（保育参加ができない、距離が離れている、人数制限がある

等）への対応が可能で、多数が同時に同じものに参加できるということにある。令和２年度は、コロナ禍に

より保育参加ができないという事態に追い込まれたが、このような状況であっても、リモート授業によって

その制約を克服することができた。また、リモート授業の中で現場を活用することによって、学生は本来の

授業でめざしていたねらいや内容に類似したことがらを学ぶことができた。このことから、現場を活用した

リモート授業の効果について確認することができた。

また、リモート授業において「どのように現場を活用するか」については工夫の余地が多くあり、リ

モート授業の成果は、その活用の仕方に大きく左右されることも分かった。同じ画像や動画等を共有でき、

学生が同じ視点で課題を共有して一緒に考えることがメリットであるリモート授業において、授業の効果を

あげるには、当然のことであるが、どのような内容の画像や動画を使ってどのように見たり共有したりする

かが大変重要となってくる。すなわち、「幼児教育基礎実習」においては、授業者である附属幼稚園教員が

いかに目的に応じてプレゼン内容を集約し、意識化して伝えることができるかが重要となる。そして「教育

実習事後指導」においては、附属幼稚園教員が共有する動画をどのような観点で撮影し、それを学生が見た

り振り返ったりする際にどのような視点を提供するのかが重要となる。

さらに、リモートの性質上、臨場感や実感が得にくいことは否めないが、リアルタイムで現場を活用する

ことによって子どもの反応や保育者の即時的対応等がよく分かり、効果的な学びになる場合もあると分かっ

た。目的によって、事前に準備した画像や動画を使用する場合と、その時の動画を生配信する場合とをうま

く使い分けて活用するとよいと考えられる。

一方で、画像や動画等を活用し、目的に応じた授業を行うことで効果が大きくなるということは、授業の

効果を得るためには、目的に応じた画像や動画の撮影や選定に多くの時間を必要とするということを意味す

る。効果的な授業を追求すると現場教員の負担が増大してくるということも事実である。そのため、現場を

活用したリモート授業では、準備するほど効果が大きくなることを認識しつつも、教員の極度な負担増につ

ながらないようにすることも必要であると考えられる。

以上のことから、現場を活用したリモート授業についてまとめると、表７のようになる。

表７　幼稚園現場を活用したリモート授業のメリット・デメリット

リモート授業で学生の学びを深めるには、①子どもの姿や保育の様子が分かる画像や動画を活用し、身近

な学びとなるようにすること、②目的や指導内容に適した教材（画像や動画、資料）を準備すること、③課
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題や教材を共有できること生かして学び合いを促すこと、が重要であると分かった。今後は、さらに意識的

に教材を選んだり、学び合いの促進を行ったりすることで、学生の学びをより深めていきたい。

おわりに

本プロジェクトでは、コロナ禍で現場に行くことができない学生が現場を知る方法の一つとして、附属幼

稚園教員による現場の画像や動画、保育実践等を活用したリモート授業の可能性について探ってきた。現場

を活用したリモート授業の効果は予想以上に大きく、コロナ収束後も、学部と附属幼稚園とが離れている場

合の有効な授業方法として提案できるものであった。

令和元年度まで実施していた保育観察や保育参加では、実際の子どもの姿や保育者のかかわり、環境な

どから、多くのことを吸収し学ぶ学生の姿が見られた。一方で、何をどう見てよいか分からない、一つ一つ

の具体は見えるがそこでのポイントが分からない、感想や疑問が偏っているなどといった学生の姿もあった。

学びの内容が学生の主体性と感性に委ねられてしまう部分もあったのである。しかし、今回のリモート授業

では、学生自身の学ぶ力だけに頼るのではなく、意図的計画的に学びの内容を仕組むことにより、最低限押

さえたい学びの保証ができたと考えられる。

また、学生にとっては難しいことである、発達的視点や長期的な視点をもって子どもの姿を見たり、カリ

キュラムの概念を理解したりすることも、附属幼稚園教員が子どもの姿を通して具体的に語ることでイメー

ジできると分かった。これは、リモート授業に限られたことではないが、今後も学生指導の際に、意識して

このような内容を入れていくことで、学生の学びがより深まると期待できる。

学生は、保育観察や保育参加、学部での授業を繰り返し、回数や学年を重ねるごとに学びを積み重ねて、

幼稚園教員としての力をつけていく。また、自分自身で気づき学ぶこともあれば、指導により導かれたり、

学生同士で学び合ったりしながら学ぶこともある。それらのことを踏まえて、４年間の学びの内容と過程を

意識して、段階を追った学びとなるように指導内容を構成し、その中に効果的にリモート授業を取り入れて

いくことで、学生の学びの深まりにつながると考える。

リモート授業を実施することにより、学部教員も附属幼稚園教員も授業に参加しやすくなり、学生の学び

の姿や内容を実際に確認できる機会が増えるとともに、お互いに共有することが容易となった。また、学生

の学びの内容を共有することで、学生の変容の姿や今後の課題等についても、ともに考えられるようになっ

た。学部教員と幼稚園教員とが情報を共有し、協力し合いながら、これからもさらなる学生の深い学びを支

えていきたい。
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